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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

75.0%

▲25＞DI

37 16 43.2%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
161
45

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

97

44

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２４ 年 ６月 分 ）

建　　　設 30
18
33

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２４年６月２６日　～　６月２９日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内161事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

35
66.7%
51.4%

回答数
60.2%
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１月 ▲ 28.9 ▲ 10.3 ▲ 16.6 ▲ 44.4 ▲ 40.0
２月 ▲ 33.0 ▲ 20.0 ▲ 26.0 ▲ 52.7 ▲ 23.5
３月 ▲ 20.3 ▲ 9.6 ▲ 21.7 ▲ 35.2 ▲ 10.0
４月 ▲ 26.2 ▲ 20.6 ▲ 22.7 ▲ 41.1 ▲ 11.1
５月 ▲ 28.4 ▲ 24.1 ▲ 17.6 ▲ 35.4 ▲ 33.3
６月 ▲ 28.8 ▲ 13.3 ▲ 22.2 ▲ 57.5 ▲ 6.2

見通し ▲ 25.7 ▲ 13.3 ▲ 5.5 ▲ 51.5 ▲ 18.7

◎仕入単価上昇

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「景気が悪いので仕入れ業者も経営が悪く仕入単価も高くて大変苦労しています。手の打ちようがないほどです。景気
が良くなるまで一生懸命やるのみです」（食肉小売業）、「仕入単価は一昨年昨年今年と原油高騰に伴いいっせいに値上がりが実施
され昨今は原油価格が下がっているにも関わらずこの業界では安定したままで、利益率は縮小したままです」（塗料卸売業）などの
コメントが寄せられた。

各業種から、「今年に入り、また、先月あたりから放射能の影響の不安要素の気持ちが薄らいだ事か、若しくは消費税アップの前倒
し感か、新築の情報が多く入るようになっています。若干、景気の上がり気味を感じるようになってきました。今後の見通しとしては、
消費税アップの前にという感から、駆け込み的な需要が増えると思いますので、短期的な営業が必要と考えています。ただ、消費税
が上がった状況を考えると、楽観的にはいられないという思いです」（建築工事業）、「消費税増税案が衆議院通過。年金問題やTPP
参加などにうけて、消費が冷え込む恐れがある。企業としても、マスでは消費が落ちると仮定して投資も冷え込むのでは。国民の声
を反映していない今の政治に不安を感じる」（各種食料品小売業）、「消費税率の上昇に伴い消費の伸びにまったく期待がもてなくな
りました。積極的な財政出動、GDPを伸ばす政策による税収増がデフレ下では必要だと思いますので今回の可決は残念です」（不動
産賃貸・管理業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「中元ギフトの出足が遅い。昨年よりもさらに単価が下がっている。件数でも減少気味。お客様の給与も増えず
この先良くなるとも考えられずお付き合いも減らす傾向になっている。ただし自分自身に送る産地直送ギフトは多少だが増えている」
（その他の各種商品小売業）、「６月度、月初は天候に恵まれたことから夏物需要が高まり、入店客数・売上共に前年を上回る推移と
なった。二週目以降、雨期寒と荒れた天候が多かったため、昨年ほど夏季季節商材や節電商材需要が盛り上がらず苦戦した。月
末、気温は上昇してきたが、周辺ＳＣがセールを開始した影響や、セール前の買い控えも見られ売上高は低調な推移となっている」
（その他の各種商品小売業）などのコメントが寄せられた

各業種から、「昨年に比べ売上に大きな変動はないのですが仕入単価の上昇や電気料金の実質値上げが採算ベース的に厳しい月
となりました。今後暑い季節になりますます懸念されます」（菓子・パン小売業）、「電力の値上げが大きいです」（菓子・パン小売業）、
「宴会は昨年と変わらず維持出来ているが、宿泊は競合他社の開業により稼動・単価共に落ちる。夏に向かい電力の値上げが心
配」（ホテル）などのコメントが寄せられた。

◎消費税増税

◎電気料金値上げ

【サービス業】からは、「個人需要は海外好調。法人は動きはあるものの間際化」（旅行業）の声が寄せられた。

【製造業】からは、「6月に入り仕事量が減少した。三か月先の見通しも無い。非常に厳しい状況です」（建築用・建設用金属製品製造
業）、「原材料価格は昨年末に一斉に値上がりして以降、価格は安定している。受注した物の短納期化が益々進み、残業対応、外注
依頼となりコスト高になっている。売り上げが昨対では伸びているが、昨年の業績が悪すぎた為、増加となっている。（昨年６月度は
震災の影響を大きく受けていた為）」（紙製容器製造業）などのコメントがあった。

【平成２４年６月の調査結果のポイント】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２８．８(前月水準▲２８．４)となり、マイナス
幅が▲０．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲６．２(同▲
３３．３)、建設業▲１３．３(同▲２４．１)である。特に、サービス業はマイナス幅が２７．１ポイントと大幅に縮
小した。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲５７．５(同▲３５．４)、製造業▲２２．２
( ) ある 特 卸 売業は イ 幅が ポイ と大幅 拡大 た

○

≪　業況DIは横ばい　消費税増税に懸念≫

【建設業】からは、「LED関係の問合せが多くなったが価格がまだ高いため受注は少ない。期待できる分野だと思う」（電気工事業）、
「前年6月は震災の影響で建築工事が材料不足となり売り上げが著しく減少したため、今年は前年より増加というよりも本来の売上
高に戻った状態。相変わらず施工単位は下がり、材料は高騰している。特にアスファルトを製造するところが国内で一社だけとなっ
た結果入手が間に合わない事態もある。他材料は石油製品であるため高騰している。但し石油単価が下がってきているので今後は
現状維持できるかもしれないが、原発放射能の影響で柏での集合住宅建設が減少している」（その他の職別工事業）などのコメント
が寄せられた。
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平成24年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 28.9 ▲ 33.0 ▲ 20.3 ▲ 26.2 ▲ 28.4 ▲ 28.8 ▲ 25.7 ( ▲ 29.4 )

建　　　 設 ▲ 10.3 ▲ 20.0 ▲ 9.6 ▲ 20.6 ▲ 24.1 ▲ 13.3 ▲ 13.3 ( ▲ 24.1 )

製　　　 造 ▲ 16.6 ▲ 26.0 ▲ 21.7 ▲ 22.7 ▲ 17.6 ▲ 22.2 ▲ 5.5 ( ▲ 11.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 44.4 ▲ 52.7 ▲ 35.2 ▲ 41.1 ▲ 35.4 ▲ 57.5 ▲ 51.5 ( ▲ 38.7 )

サ ー ビ ス ▲ 40.0 ▲ 23.5 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 6.2 ▲ 18.7 ( ▲ 38.8 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
６．２(同▲３３．３)、建設業▲１３．３(同▲２４．１)である。特に、サービス業はマイナス幅が２７．１ポ
イントと大幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲５７．５(同▲
３５．４)、製造業▲２２．２(同▲１７．６)である。特に、卸小売業はマイナス幅が▲２２．１ポイントと大

平成２４年６月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２４年６月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２５．７（前月水準▲２９．
４）となり、マイナス幅が３．７ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲１８．７(同▲３８．８)、建設業▲１３．３(同▲２４．１)、製造業▲５．５(同▲１１．７)である。特
に、サービス業はマイナス幅が２０．１ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大す
る見通しの業種は、卸小売業▲５１．５(同▲３８．７)である。

○

○

先行き見通し

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２８．８(前月水準▲２８．４)となり、
マイナス幅が▲０．４ポイント拡大した。

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年６月の業況

６月

3

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２４年６月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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平成24年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 27.1 ▲ 37.7 ±0.0 ▲ 14.5 ▲ 17.8 ▲ 21.6 ▲ 15.4 ( ▲ 14.7 )

建　　　 設 ▲ 10.3 ▲ 20.0 △ 9.6 ▲ 3.4 ▲ 17.2 ▲ 3.3 ▲ 3.3 ( ▲ 10.3 )

製　　　 造 ▲ 4.1 ▲ 30.4 ▲ 13.0 ▲ 27.2 ▲ 23.5 ▲ 11.1 ±0.0 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 55.5 ▲ 52.7 △ 8.8 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 45.4 ▲ 36.3 ( ▲ 16.1 )

サ ー ビ ス ▲ 28.0 ▲ 47.0 ▲ 15.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 18.7 ▲ 12.5 ( ▲ 33.3 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲１２．５(同▲３３．３)、建設業▲３．３(同▲１０．３)である。特に、サービス業はマイナス幅が２
０．８ポイントと大幅に縮小する見通しである。変らない見通しの業種は、製造業±０．０(同±０．０)
である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲３６．３(同▲１６．１)であり、マイナス幅
が▲２０．２ポイントと大幅に拡大する見通しである。

　　平成２４年６月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

○

○

【平成２４年６月の売上についての状況】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２１．６(前月水準▲１７．８)となり、
マイナス幅が▲３．８ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲３．３
(同▲１７．２)、製造業▲１１．１(同▲２３．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順
に、卸小売業▲４５．４(同▲１９．３)、サービス業▲１８．７(同▲１１．１)である。特に、卸小売業はマ
イナス幅が▲２６．１ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１５．４（前月水準▲１４．
７）となり、マイナス幅が▲０．７ポイント拡大する見通しである。

全 産 業

産業別 平成２４年６月の売上

６月

4

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

６月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２４年６月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 32.4 ▲ 39.6 ▲ 13.8 ▲ 23.3 ▲ 31.5 ▲ 31.9 ▲ 25.7 ( ▲ 24.2 )

建　　　 設 ▲ 27.5 ▲ 36.6 ▲ 12.9 ▲ 27.5 ▲ 37.9 ▲ 26.6 ▲ 23.3 ( ▲ 27.5 )

製　　　 造 ▲ 8.3 ▲ 30.4 ▲ 17.3 ▲ 13.6 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ( ▲ 11.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 47.2 ▲ 55.5 ▲ 14.7 ▲ 32.3 ▲ 38.7 ▲ 54.5 ▲ 39.3 ( ▲ 19.3 )

サ ー ビ ス ▲ 40.0 ▲ 23.5 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 22.2 ▲ 18.7 ▲ 18.7 ( ▲ 38.8 )

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２５．７（前月水準▲２４．
２）となり、マイナス幅が▲１．５ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲１８．７(同▲３８．８)、建設業▲２３．３(同▲２７．５)、製造業▲１１．１(同▲１１．７)である。特
に、サービス業はマイナス幅が２０．１ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大す
る見通しの業種は、卸小売業▲３９．３(同▲１９．３)であり、マイナス幅が▲２０．０ポイントと大幅に
拡大する見通しである。

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３１．９(前月水準▲３１．５)となり、
マイナス幅が▲０．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲２６．６
(同▲３７．９)、製造業▲１１．１(同▲１７．６)、サービス業▲１８．７(同▲２２．２)である。マイナス幅
が拡大した業種は、卸小売業▲５４．５(同▲３８．７)である。

【平成２４年６月の採算についての状況】

○

先行き見通し

　　平成２４年６月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○

全 産 業

産業別 平成２４年６月の採算

６月

5

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

６月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２４年６月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 32.4 ▲ 33.9 ▲ 32.4 ▲ 34.9 ▲ 29.4 ▲ 19.5 ▲ 17.5 ( ▲ 18.9 )

建　　　 設 ▲ 13.7 ▲ 33.3 ▲ 29.0 ▲ 41.3 ▲ 34.4 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ( ▲ 20.6 )

製　　　 造 ▲ 25.0 ▲ 21.7 ▲ 17.3 ▲ 22.7 ▲ 11.7 △ 11.1 ▲ 11.1 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 55.5 ▲ 50.0 ▲ 52.9 ▲ 41.1 ▲ 45.1 ▲ 24.2 ▲ 18.1 ( ▲ 35.4 )

サ ー ビ ス ▲ 28.0 ▲ 17.6 ▲ 20.0 ▲ 27.7 ▲ 11.1 ▲ 25.0 ▲ 18.7 ( ▲ 5.5 )

先行き見通し

【平成２４年６月の仕入単価についての状況】

○

○

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１９．５(前月水準▲２９．４)となり、
マイナス幅が９．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、製造業１１．１(同▲１１．７)
であり、プラスへ２２．８ポイント大幅に改善した。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、
卸小売業▲２４．２(同▲４５．１)、建設業▲３０．０(同▲３４．４)である。特に、卸小売業はマイナス
幅が２０．９ポイントと大幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、サービス業▲２５．０(同▲１
１．１)である。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１７．５（前月水準▲１８．
９）となり、マイナス幅が１．４ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲１８．１(同▲３５．４)、建設業▲２０．０(同▲２０．６)である。マイナス幅が拡大する見通しの
業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１８．７(同▲５．５)、製造業▲１１．１(同±０．０)である。

　　平成２４年６月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

産業別 平成２４年６月の仕入単価

６月
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全 産 業
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サ ー ビ ス
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平成24年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 0.8 △ 0.9 △ 1.8 △ 0.9 ▲ 1.0 △ 2.0 △ 1.0 ( ▲ 2.1 )

建　　　 設 △ 13.7 △ 6.6 △ 6.4 △ 3.4 ±0.0 △ 16.6 △ 10.0 ( ▲ 3.4 )

製　　　 造 ▲ 8.3 ▲ 4.3 ▲ 4.3 ▲ 4.5 ▲ 11.7 ▲ 11.1 ▲ 5.5 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 11.1 ▲ 8.3 ▲ 11.7 ▲ 5.8 ▲ 3.2 ▲ 15.1 ▲ 12.1 ( ▲ 16.1 )

サ ー ビ ス △ 4.0 △ 17.6 △ 25.0 △ 16.6 △ 11.1 △ 25.0 △ 18.7 ( △ 22.2 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、１．０（前月水準▲２．１）とな
り、プラス幅へ３．１ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業１０．０(同▲
３．４)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲１２．１(同▲１６．１)である。プラ
ス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業１８．７(同２２．２)である。マイナス幅が拡大する見通
しの業種は、製造業▲５．５(同±０．０)である。

　　平成２４年６月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、２．０(前月水準▲１．０)となり、プラス
幅へ３．０ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業１６．６(同
±０．０)、サービス業２５．０(同１１．１)である。マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲１１．１(同▲
１１．７)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲１５．１(同▲３．２)である。

【平成２４年６月の従業員についての状況】

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年６月の従業員

６月
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▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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サ ー ビ ス
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平成24年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 15.7 ▲ 16.9 ▲ 12.0 ▲ 10.6 ▲ 12.6 ▲ 16.4 ▲ 19.5 ( ▲ 12.6 )

建　　　 設 ▲ 3.4 ▲ 10.0 ▲ 3.2 ▲ 6.8 ▲ 3.4 ▲ 3.3 ▲ 3.3 ( ▲ 6.8 )

製　　　 造 ▲ 4.1 ▲ 17.3 ▲ 4.3 ▲ 4.5 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ( ▲ 11.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 30.5 ▲ 33.3 ▲ 29.4 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 33.3 ▲ 42.4 ( ▲ 16.1 )

サ ー ビ ス ▲ 20.0 △ 5.8 ▲ 5.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 12.5 ▲ 12.5 ( ▲ 16.6 )

先行き見通し

平成２４年６月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２４年６月の資金繰りについての状況】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．４(前月水準▲１２．６)となり、
マイナス幅が▲３．８ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲１１．１
(同▲１７．６)、建設業▲３．３(同▲３．４)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、
卸小売業▲３３．３(同▲１９．３)、サービス業▲１２．５(同▲１１．１)である。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１９．５（前月水準▲１２．
６）となり、マイナス幅が▲６．９ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲１２．５(同▲１６．６)、建設業▲３．３(同▲６．８)、製造業▲１１．１(同▲１１．７)である。マイナ
ス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲４２．４(同▲１６．１)であり、マイナス幅が▲２６．３ポ
イントと大幅に拡大する見通しである。

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年６月の資金繰り

６月
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ＤＩ値

8



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 21.6 ▲ 15.4 ▲ 31.9 ▲ 25.7 ▲ 19.5 ▲ 17.5 △ 2.0 △ 1.0
建　　　設 ▲ 3.3 ▲ 3.3 ▲ 26.6 ▲ 23.3 ▲ 30.0 ▲ 20.0 △ 16.6 △ 10.0
製　　　造 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 △ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 5.5
卸 ・小売 ▲ 45.4 ▲ 36.3 ▲ 54.5 ▲ 39.3 ▲ 24.2 ▲ 18.1 ▲ 15.1 ▲ 12.1
サービス ▲ 18.7 ▲ 12.5 ▲ 18.7 ▲ 18.7 ▲ 25.0 ▲ 18.7 △ 25.0 △ 18.7

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 28.8 ▲ 25.7 ▲ 16.4 ▲ 19.5
建　　　設 ▲ 13.3 ▲ 13.3 ▲ 3.3 ▲ 3.3
製　　　造 ▲ 22.2 ▲ 5.5 ▲ 11.1 ▲ 11.1
卸 ・小売 ▲ 57.5 ▲ 51.5 ▲ 33.3 ▲ 42.4
サービス ▲ 6.2 ▲ 18.7 ▲ 12.5 ▲ 12.5

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２４年６月の業種別業界内トピックス】
業種別 概 　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

LED関係の問合せが多くなったが価格がまだ高いため受注は少ない。期
待できる分野だと思う

LED 電気工事業

昨年は震災の復旧工事が多く、新築の工事面では落ち込んだ分、改修工
事が多くありました。その後、放射能の影響で土地の動きが止まり、新築
分野の落ち込みが感じられました。今年に入り、また、先月あたりから放
射能の影響の不安要素の気持ちが薄らいだ事か、若しくは消費税アップ
の前倒し感か、新築の情報が多く入るようになっています。若干、景気の
上がり気味を感じるようになってきました。今後の見通しとしては、消費税
アップの前にという感から、駆け込み的な需要が増えると思いますので、
短期的な営業が必要と考えています。ただ、消費税が上がった状況を考
えると、楽観的にはいられないという思いです。

新築工事減少
改修工事増加
放射能の影響
景気回復
消費税アップ
掛け込み需要

建築工事業

業績に関しては例年通り変わらず 業績不変 塗装工事業
前年6月は震災の影響で建築工事が材料不足となり売り上げが著しく減
少したため、今年は前年より増加というよりも本来の売上高に戻った状
態。相変わらず施工単位は下がり、材料は高騰している。特にアスファル
トを製造するところが国内で一社だけとなった結果入手が間に合わない
事態もある。他材料は石油製品であるため高騰している。但し石油単価
が下がってきているので今後は現状維持できるかもしれないが、原発放
射能の影響で柏での集合住宅建設が減少している

材料不足
売上回復
材料価格高騰
石油単価下落
住宅建設減少

その他の職別工事業

今月は畳職人が療養の為長期休暇なのでばたばたしていた。仕事が少
ないのでなんとか工場が回った感じです。これから夏に向けて畳張り替え
の需要が高まることを期待します

職人不足 内装工事業

福島原発関連の受注はひと段落しスポット的に入る以外は通常の状態に
戻っている。原材料価格も下落状況にある

材料価格下落 特殊産業用機械

受注は増えつつあるが、短納期の要求が以前にも増して高くなっている 受注増加
短納期

その他の機械・同部品製造業

梅雨のごとく売上も湿りがち 売上停滞 印刷業
6月に入り仕事量が減少した。三か月先の見通しも無い。非常に厳しい状
況です

仕事量減少
先行き不透明

建築用・建設用金属製品製造業

原材料価格は昨年末に一斉に値上がりして以降、価格は安定している。
受注した物の短納期化が益々進み、残業対応、外注依頼となりコスト高
になっている。売り上げが昨対では伸びているが、昨年の業績が悪すぎ
た為、増加となっている。（昨年６月度は震災の影響を大きく受けていた

材料価格安定
短納期
コスト増加

紙製容器製造業

GW後売上低迷していたが当店では夏物バーゲンを先倒しし、6月中旬よ
りは行ったところ、好調でかなり売上的にはアップしている。業界としては
売れ筋商品となるものが出ないのが痛いところ

バーゲン
売上増加
売れ筋商品

婦人・子供服小売業

中元ギフトの出足が遅い。昨年よりもさらに単価が下がっている。件数で
も減少気味。お客様の給与も増えずこの先良くなるとも考えられずお付き
合いも減らす傾向になっている。ただし自分自身に送る産地直送ギフトは
多少だが増えている

中元商戦
単価下落
売上減少

その他の各種商品小売業

６月度、月初は天候に恵まれたことから夏物需要が高まり、入店客数・売
上共に前年を上回る推移となった。二週目以降、雨期寒と荒れた天候が
多かったため、昨年ほど夏季季節商材や節電商材需要が盛り上がらず
苦戦した。月末、気温は上昇してきたが、周辺ＳＣがセールを開始した影
響や、セール前の買い控えも見られ売上高は低調な推移となっている。

夏物需要
売上増加
天候の影響
節電商材需要
セール
買い控え

その他の各種商品小売業

消費税増税案が衆議院通過…年金問題やTPP参加などにうけて、消費
が冷え込む恐れがある。企業としても、マスでは消費が落ちると仮定して
投資も冷え込むのでは。国民の声を反映していない今の政治に不安を感
じる。

消費税増税
TPP参加
消費の冷え込み
政治不安

各種食料品小売業

昨年に比べ売上に大きな変動はないのですが仕入単価の上昇や電気料
金の実質値上げが採算ベース的に厳しい月となりました。今後暑い季節
になりますます懸念されます

売上不変
仕入単価上昇
電気料金値上げ

菓子・パン小売業

景気が悪いので仕入れ業者も経営が悪く仕入単価も高くて大変苦労して
います。手の打ちようがないほどです。景気が良くなるまで一生懸命やる

景気悪化
仕入単価上昇

食肉小売業

建設

製造

卸小売
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【平成２４年６月の業種別業界内トピックス】
フランチャイズ本部の目指しているのは近くて便利な店づくりで野菜なども
売る店（ミニスーパー化）。当店でも定期的に店頭テントでの市の開催に
取り組み始めた

ミニスーパー その他の各種商品小売業

電力の値上げが大きいです 電気料値上げ 菓子・パン小売業
今月の青果物の動向は野菜では生育順調で入荷増となったが、価格が
安価となった。果実は入荷減少し単価は高値の推移となっている。総体的
に入荷はやや増加だが取り扱いは減少し厳しい状況です。まだまだ消費
者は買い控えをしているようです。また、原発の影響として高度な測定を
しても風評被害はなかなか取り除かれない。産地からの情報や買いだし
人へのＰＲに努め市場活性化を図りたい

青果物生育不順
価格安価
入荷量増加
買い控え
風評被害

食料・飲料卸売業

順調に仕入単価が下降しているので6月から消費者に還元している。売
上高は価格改正をした分だけアップしている。設備投資も極力抑えている
ので採算は多少良い

仕入単価下降
消費者還元
売上増加
設備投資抑制

燃料小売業

仕入単価は一昨年昨年今年と原油高騰に伴いいっせいに値上がりが実
施され昨今は原油価格が下がっているにも関わらずこの業界では安定し
たままで、利益率は縮小したままです

仕入単価上昇
利益縮小

塗料卸売業

宴会は昨年と変わらず維持出来ているが、宿泊は競合他社の開業により
稼動・単価共に落ちる。夏に向かい電力の値上げが心配

競合他社開業
宿泊稼働減少
電力料値上げ

ホテル

天候により夏物の動きが悪い。消費税の為か消費行動が鈍い。客足が先
月比で落ち込む。石油加工製品（ビニールプラスチック）の値上がりが多
い

天候の影響
消費税増税
客数減少
石油加工品値上がり

その他の飲食料品小売業

個人需要は海外好調。法人は動きはあるものの間際化 個人海外好調 旅行業
消費税増税法案可決で経済がどう転ぶか予想が難しいです 消費税増税

先行き不透明
不動産賃貸業

消費税率の上昇に伴い消費の伸びにまったく期待がもてなくなりました。
積極的な財政出動、GDPを伸ばす政策による税収増がデフレ下では必要
だと思いますので今回の可決は残念です

消費税増税 不動産賃貸・管理業
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・ 今年に入り、また、先月あたりから放射能の影響の不安要素の気持ちが薄
らいだ事か、若しくは消費税アップの前倒し感か、新築の情報が多く入るよう
になっています。若干、景気の上がり気味を感じるようになってきました。今
後の見通しとしては、消費税アップの前にという感から、駆け込み的な需要
が増えると思いますので、短期的な営業が必要と考えています。ただ、消費
税が上がった状況を考えると、楽観的にはいられないという思いです。

建築工事業

・ 消費税増税案が衆議院通過。年金問題やTPP参加などにうけて、消費が冷
え込む恐れがある。企業としても、マスでは消費が落ちると仮定して投資も
冷え込むのでは。国民の声を反映していない今の政治に不安を感じる。

各種食料品小売業

・ 天候により夏物の動きが悪い。消費税の為か消費行動が鈍い。客足が先月
比で落ち込む。石油加工製品（ビニールプラスチック）の値上がりが多い

その他の飲食料品小売業

・ 消費税率の上昇に伴い消費の伸びにまったく期待がもてなくなりました。積
極的な財政出動、GDPを伸ばす政策による税収増がデフレ下では必要だと
思いますので今回の可決は残念です

不動産賃貸・管理業

・ 昨年に比べ売上に大きな変動はないのですが仕入単価の上昇や電気料金
の実質値上げが採算ベース的に厳しい月となりました。今後暑い季節になり
ますます懸念されます

菓子・パン小売業

・ 電力の値上げが大きいです 菓子・パン小売業

・ 宴会は昨年と変わらず維持出来ているが、宿泊は競合他社の開業により稼
動・単価共に落ちる。夏に向かい電力の値上げが心配

ホテル

・ 景気が悪いので仕入れ業者も経営が悪く仕入単価も高くて大変苦労してい
ます。手の打ちようがないほどです。景気が良くなるまで一生懸命やるのみ
です

食肉小売業

・ 仕入単価は一昨年昨年今年と原油高騰に伴いいっせいに値上がりが実施
され昨今は原油価格が下がっているにも関わらずこの業界では安定したま
まで、利益率は縮小したままです

塗料卸売業

◎電気料金値上げ

◎消費税増税

◎仕入単価上昇
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　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が２．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲０．３で、柏
の方がプラス方向へ２．３ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、
建設業・サービス業でいずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪
い業種は製造業・卸小売業で、いずれも１０ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１６．４に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１２．７
で、柏の方がマイナス幅が３．７ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業・サービス業で、建設業の方が１０ポイント以上良い。「柏の
景気」の方が悪い業種は製造業・卸小売業で、卸小売業は１０ポイント以上
悪い

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲３１．９に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１９．４
で、柏のほうがマイナス幅が１２．５ポイント大きい。「柏の景気」の方が良
い業種は、製造業。「柏の景気」の方が悪い業種は建設業・卸小売業・サー
ビス業で、卸小売業は１０ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１９．５に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１９．３
で、柏の方がマイナス幅が０．２ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業で、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は卸
小売業で、１０ポイント以上悪い。

平成２４年６月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２８．８に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２１．３
で、柏の方がマイナス幅が７．５ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業・サービス業で、サービス業は10ポイント以上良い。「柏の景
気」の方が悪い業種は製造業・卸小売業で、卸小売業は１０ポイント以上悪
い

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２１．６に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１５．５
で、柏の方がマイナス幅が６．１ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業。「柏の景気」の方が悪い業種は製造業・卸小売業・サービス
業で、卸小売業は１０ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 28.8 ▲ 13.3 ▲ 22.2 ▲ 57.5 ▲ 6.2

▲ 21.3 ▲ 19.1 ▲ 13.7 ▲ 34.2 ▲ 21.5

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 21.6 ▲ 3.3 ▲ 11.1 ▲ 45.4 ▲ 18.7

▲ 15.5 ▲ 12.3 ▲ 7.5 ▲ 30.3 ▲ 14.6

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 31.9 ▲ 26.6 ▲ 11.1 ▲ 54.5 ▲ 18.7

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

平成２４年６月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

▲ 19.4 ▲ 22.8 ▲ 14.7 ▲ 28.3 ▲ 18.6

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 19.5 ▲ 30.0 △ 11.1 ▲ 24.2 ▲ 25.0

▲ 19.3 ▲ 25.5 ▲ 21.0 ▲ 11.4 ▲ 21.3

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 2.0 △ 16.6 ▲ 11.1 ▲ 15.1 △ 25.0

▲ 0.3 ▲ 4.1 ▲ 0.2 △ 1.6 △ 4.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.4 ▲ 3.3 ▲ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 12.5

▲ 12.7 ▲ 15.2 ▲ 7.0 ▲ 16.9 ▲ 17.1

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成24年6月15日～21日 
 
調査対象：全国の416商工会議所が3004業種

     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（6月速報）
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業
況
Ｄ
Ｉ
は
悪
化
。
先
行
き
へ

の
不
安
は
依
然
根
強
い 

 

６
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２
１
．
３
と
、
前
月

か
ら
▲
３
．
８
ポ
イ
ン
ト
悪
化
。

製
造
業
で
は
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金

等
が
下
支
え
し
て
い
る
も
の
の
、

超
円
高
等
を
背
景
に
海
外
移
転

や
海
外
調
達
が
加
速
し
て
い
る

こ
と
か
ら
受
注
減
少
が
著
し
い
。

ま
た
、小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、

大
手
専
門
店
（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
）、
飲

食
店
の
出
店
増
に
伴
い
顧
客
争

奪
が
一
段
と
激
化
し
て
い
る
こ

と
が
影
響
。
な
お
、
業
況
等
の
Ｄ

Ｉ
は
、
比
較
対
象
の
前
年
同
月

（
２
０
１
１
年
６
月
）
が
、
震
災

後
、
大
き
く
低
迷
し
て
い
た
時
期

で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
。 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
４
．
７
（
今

月
比
▲
３
．
４
ポ
イ
ン
ト
）
と
、

悪
化
す
る
見
込
み
。
欧
州
の
財
政

金
融
不
安
に
伴
う
海
外
経
済
の

減
速
や
、
今
夏
の
電
力
供
給
不
足

に
よ
る
事
業
活
動
へ
の
影
響
、
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
エ
コ
カ

ー
補
助
金
終
了
に
よ
る
内
需
の

反
動
減
等
の
懸
念
か
ら
、
先
行
き

へ
の
不
安
は
依
然
根
強
い
。 

 

産
業
別
に
み
る
と
、
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
建
設
業
は
改
善
、
卸
売
業
は

ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ
の
他
の
３
業
種

は
悪
化
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。 

 

【
建
設
業
】「
一
般
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
の
受
注
が
増
加
し

て
い
る
。
今
後
は
省
エ
ネ
住
宅
の

普
及
に
よ
る
工
事
の
増
加
を
期

待
」（
建
築
工
事
業
）、「
携
帯
電

話
基
地
局
の
設
備
投
資
が
旺
盛

な
た
め
、
工
事
が
増
加
」（
電
気

通
信
工
事
業
）、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度

に
先
駆
け
、
県
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
対
す
る
事
業
者
向
け
助

成
制
度
を
始
め
た
こ
と
か
ら
関

連
工
事
の
受
注
を
期
待
」（
一
般

工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
鋼
材
・
ポ
ン
プ

装
置
等
の
海
外
調
達
を
検
討
中
。

品
質
確
保
、
安
定
供
給
が
課
題
」

（
土
木
・
鉱
山
機
械
製
造
業
）、

「
現
在
の
円
高
水
準
で
は
輸
出

比
率
の
高
い
当
社
に
と
っ
て
は

大
き
な
打
撃
。
実
質
的
に
値
下
げ

を
し
て
出
荷
を
し
て
い
る
よ
う

な
状
況
」（
金
属
加
工
業
）、「
電

力
料
金
値
上
げ
の
影
響
が
大
き

く
、
採
算
割
れ
に
な
っ
た
」（
鋳

物
製
造
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
取
引
先
の
海
外

生
産
（
中
国
）
に
お
い
て
現
地
調

達
が
増
加
。
こ
の
た
め
、
中
国
企

業
と
の
価
格
競
争
が
激
化
し
て

い
る
」（
服
飾
付
属
品
卸
売
業
）、

「
コ
メ
の
流
通
量
が
減
少
し
て

お
り
、
在
庫
の
確
保
が
困
難
」

（
農
産
品
卸
売
業
）、「
国
内
市

場
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
海
外
で
の
販
売
を
増
や
し
た

い
が
、
現
地
の
嗜
好
、
風
習
へ
の

対
応
、
為
替
変
動
等
を
考
え
る
と

難
し
い
」（
食
器
卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
中
元
商
戦
は
土

日
に
雨
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

低
調
な
ス
タ
ー
ト
」（
百
貨
店
）、

「
競
合
店
の
出
店
に
よ
り
価
格

競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
確
保
も
困
難
」

（
総
合
ス
ー
パ
ー
）、「
中
国
に

お
け
る
人
件
費
高
騰
に
よ
り
仕

入
価
格
は
上
昇
し
て
い
る
も
の

の
、
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
は
困

難
」（
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
軽
油
価
格

は
足
元
で
や
や
下
落
し
て
い
る

も
の
の
、
２
、
３
年
前
と
比
較
す

る
と
２
割
程
度
は
高
い
状
況
」

（
運
送
業
）、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
に
よ
る
宿
泊
が
回
復
傾
向
に

は
あ
る
が
、
円
高
の
影
響
に
よ
り

前
々
年
の
実
績
に
は
戻
っ
て
い

な
い
」（
旅
館
）、「
地
元
の
原
発

停
止
に
よ
り
、
関
連
施
設
の
作
業

員
に
よ
る
利
用
が
激
減
」（
飲
食

店
）
産
業
別
に
み
る
と
、
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
建
設
業
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、

製
造
業
、
卸
売
業
は
改
善
、
そ
の

他
の
２
業
種
は
悪
化
。 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

１月  31.9  29.0  25.6  22.3  40.3  36.2
２月  33.4  29.0  33.1  21.6   2.8  19.5
３月  23.9  33.6  15.3  27.4  30.0  18.1
４月  16.8  24.0   9.5  17.3  27.5   9.6
５月  17.5  24.9   7.5  14.0  29.3  13.8
６月  21.3  19.1  13.7  14.5  34.2  21.5

見通し  24.7  19.6  22.4  15.1  37.4  22.7
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


